
日 曜日 園児に関すること 

１ 月 身体計測(5歳児) 

２ 火 身体計測(3歳児・4歳児) 

３ 水 身体計測(2歳児) 

４ 木 歯科検診 

９ 火 避難訓練(風水害) 

1６ 火 身体計測(1歳児 A クラス)  

１７ 水 身体計測(1歳児 B クラス) 

１８ 木 健康診断、身体計測(0歳児) 

20 土 保育参観(１・３歳児) 

23 火 誕生会 

２４ 水 避難訓練(大地震・大津波) 

２６ 金 弁当日 

２７ 土 保育参観(０・２・４歳児) 

 

 

 

 

 

行事予定 

梅雨時期にむけて 

 まもなく梅雨の時期に入ります。梅雨の時期

は、気温や湿度の変化により体調を崩しやす

くなります。疲れが出やすく、鼻水・咳・発熱な

どの症状が見られることもあります。また、感染

症や食中毒にも注意が必要な季節です。 

園では、こまめな換気や手洗い、室温・湿度

管理を行いながら、子どもたちの健康管理に

努めてまいります。ご家庭でも、十分な睡眠や

朝食、体調の変化へのご配慮をお願いいたし

ます。体調がすぐれない場合は、無理をせずゆ

っくり休養を取っていただきますようご協力を

お願いいたします。 

 

園だより かけはし
 

キッドワールドこども園 

令和 8年 6月１日  

  

 

梅雨の便りが聞かれる頃となりました。日によって天気の変化が大きく、蒸し暑さを感じる日も増えてきま

した。 

梅雨の時期は室内で過ごす時間が増えますが、園ではリズム遊びや身体を動かす遊び、小麦粉粘土や

クレパスを使っての制作活動などを取り入れ、楽しく過ごしていきます。また、紫陽花やカタツムリの観察等、

季節の変化を感じられる時間を大切にしていきたいと思います。 

さて、6月は保育参観があります。園生活に慣れ友だちとの関わりや朝の会や遊んでいる姿など普段見

ることのできない姿を見てもらえる良い機会となっています。 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

お知らせ・お願い 

※ ５月の保育料、給食費、延長料金等の支払い日は、６月１０日(水)となります。 

※ ６月４日(木)は、歯科検診があります。お休みをされないようにお願いいたします 

※ ６月の弁当日は、２６日(金)です。子どもさんが楽しみにしています。忘れないよう 

にお持ちください。 

 



子どもが望む大人の世界⑧～１７の子どもの願い～ 

 

キッドワールドこども園 総合園長 牧野 桂一 

 

 前回までに紹介しきれなかった項目について、今回も同じように順次紹介していきたいと思います。今回

は、⑭番目にあたる「明るくてほほ笑みの多い保護者になる」ということから始めていきたいと思います。 

子どもに対して明るく、ほほ笑みの多い保護者であることは、これまでもたびたびお伝えしてきた「子ども

を肯定的に受け止めること」が土台になります。子どもを心から大切な存在として受け止めることなしに、本

当の意味での温かな笑顔や安心感のある関わりは生まれにくいものです。 

では、明るく笑顔の多い家庭環境は、子どもにどのような影響を与えるのでしょうか。近年、心理学や保

育・教育学の分野では、家庭の温かな雰囲気や笑いのある環境が、子どもの心や脳の発達に良い影響を

与えることが分かってきています。 

まず、保護者の笑顔は、子どもにとって「ここは安心できる場所」「自分は受け入れられている」という大切

なメッセージになります。子どもにとって家庭は“安全基地”とも言われ、安心できる場所があることで、気持

ちが安定し、自分を大切に思う気持ち（自己肯定感）が育っていきます。また、外で嫌なことや失敗があった

としても、「家に帰れば安心できる」という感覚が、困難から立ち直る力（レジリエンス）につながっていきま

す。 

さらに、笑顔や笑いの多い環境は、子どもの意欲や学びにも良い影響を与えると言われています。楽しい

と感じるとき、脳では「やってみたい」という気持ちを支える働きが高まり、好奇心や挑戦する意欲が育ちや

すくなります。心が安心している状態では、子どもたちはのびのびと考え、豊かな発想や遊びへとつながって

いきます。また、家庭での笑い合う経験は、人との関わり方を学ぶ大切な時間でもあります。保護者の笑顔

を見ながら、子どもは相手の気持ちを感じ取る力や、人との温かな関係づくりを自然と学んでいきます。同じ

ことで笑い合う経験は、共感する力や思いやりの心を育てることにもつながります。 

 

そして、保護者が楽しそうに過ごしている姿は、子どもにとって「気持ちは自分で前

向きに整えることができる」という生きた学びになります。笑顔には、心を和らげ、安心

感を与える大きな力があります。もちろん、いつも笑顔でいなければならないというこ

とではありません。保護者も忙しい毎日の中で、疲れたり気持ちに余裕が持てなかっ

たりする日もあると思います。大切なのは、日々の小さな出来事の中に楽しさや面白さ

を見つけようとする姿勢です。保護者自身が少しでも心にゆとりを持ち、自分自身の

楽しみも大切にすることが、結果として子どもへの大きな安心や喜びにつながっていく

のではないでしょうか。 

 

 

 

 

次回のコラムは・・・ 

今回も紙面の都合で、紹介したい内容をすべてお伝えすることができ

ませんでした。次回は、⑮「ユーモアに富んだ保護者になる」、⑯「子ども

の名前をいっぱい呼んであげる」、⑰「人として美しい親になる」について

紹介していきたいと思います。 

 


